
＊研究目的 

「動機づけ」は、教育分野においても重要なテーマとして研究されてきた。どのよう

な分野であれ、学習がおこるときには、その理由、意欲の度合い、効果や継続について

動機づけが深く関与しているからである。われわれは、高等教育、とくに大学教育にお

いて、学生たちが専門教育や外国語教育に「やる気」を感じ、それを持続させ、一定の

成果を達成するために、高等教育独自の動機づけ研究が重要であると考える。そのため

には、内容関与的な動機づけを高め、知識を主体的に構成していくことに喜びや楽しさ

を感じる、「くじけない学習者」「自律的な学習者」に学生を育てていくことが肝要で

あろう。本研究では、教育学的視点、社会学的視点、および言語教育研究の視点から、

学際的協力によって、大学生の学習における動機づけの本質に迫りたい。 
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